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海
外
展
開
を
積
極
化

紙 お む つ
燃料化装置

今
秋
、イ
タ
リ
ア
介
護
施
設
に

再
生
可
能
エ
ネ
で
連
携

福島大
産総研

人
材
育
成
、共
同
研
究
を
推
進

Ｅ
Ｖ
カ
ー
ラ
イ
フ

の
支
援
サ
ー
ビ
ス

コ
ス
モ
石
油

下
水
道
革
新
的
技
術

実
証
事
業
を
公
募

国
交
省

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

技
術
資
料
を
公
募

国
交
省

Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
、
使
用
済

み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
高
度
化

リ
サ
イ
ク
ル
手
法
「
メ
カ
ニ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
用
い

て
再
生
し
た
高
品
質
ペ
レ
ッ

ト
。
ア
ル
カ
リ
洗
浄
し
た
再

生
フ
レ
ー
ク
を
真
空
・
高
圧

環
境
下
で
再
縮
合
重
合
反
応

さ
せ
る
こ
と
で
、
異
物
や
汚

染
物
質
を
徹
底
的
に
除
去
す

る
。
一
度
劣
化
し
た
物
性
を

高
め
る
こ
と
も
可
能
。
ボ
ト

ル
容
器
や
薄
膜
フ
ィ
ル
ム
、

高
機
能
繊
維
な
ど
、
従
来
手

法
で
は
再
商
品
化
が
困
難
だ

っ
た
用
途
へ
の
展
開
が
可
能

と
な
っ
た
。

協
栄
産
業
は
、
１０
年
近
く

前
に
小
山
工
場
に
メ
カ
ニ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を
導
入

し
た
。
ま
ず
飲
料
用
ボ
ト
ル

の
ラ
ベ
ル
用
途
で
採
用
さ

れ
、
２
０
１
０
年
か
ら
は
日

本
初
の
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
本
格

市
場
展
開
を
始
め
て
い
る
。

「
異
物
が
あ
る
と
製
膜
が
難

し
い
ラ
ベ
ル
を
最
初
に
手
掛

け
た
こ
と
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ

の
品
質
の
証
明
と
な
っ
た
」

（
古
澤
社
長
）
と
い
い
、
安

全
性
が
要
求
さ
れ
る
化
粧
品

や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
製
品
の
ボ
ト

ル
容
器
、
高
機
能
繊
維
な
ど

へ
用
途
を
広
げ
て
い
る
。

昨
年
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー

食
品
と
共
同
で
飲
料
用
ボ
ト

ル
へ
と
再
商
品
化
す
る
「
Ｂ

ｔ
ｏ
Ｂ
メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
日
本
で

初
め
て
構
築
。
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
原
料
の
５０
％
に
用
い
た

「
リ
ペ
ッ
ト
ス
タ
イ
ル
ボ
ト

ル
」
が
製
品
化
さ
れ
、
清
涼

飲
料
水
の
ボ
ト
ル
に
導
入
さ

れ
た
。
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

も
採
用
を
決
め
、
今
年
夏
か

ら
投
入
す
る
。
ラ
ベ
ル
へ
の

採
用
も
５
社
程
度
に
拡
大
し

て
お
り
、
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

と
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム
が

市
場
に
流
通
し
て
い
る
。

重
点
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

き
た
飲
料
用
ボ
ト
ル
に
相
次

ぎ
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
格
普
及
に
向
け
た
安
定
供

給
体
制
も
整
え
る
。
昨
年
夏
、

小
山
工
場
で
新
設
備
１
系
列

を
増
設
し
、
３
系
列
体
制
と

し
て
い
る
。
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
は
他

の
飲
料
メ
ー
カ
ー
も
注
目
し

て
お
り
拡
大
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
安
全
性
・
衛
生
性
が

確
認
で
き
て
い
る
既
存
２
系

列
を
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
専
用
ラ
イ
ン

と
し
、
新
ラ
イ
ン
を
ラ
ベ
ル

や
非
飲
料
用
ボ
ト
ル
、
高
機

能
繊
維
な
ど
既
存
用
途
に
振

り
向
け
る
。

協
栄
産
業
（
栃
木
県
小
山
市
、
古
澤
栄
一
社
長
）
は
、
使

用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
原
料
と
す
る
高
品
質
の
再
生
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
「
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」
の
普
及
を
図
る
。
飲
料
メ
ー
カ
ー

２
社
に
採
用
さ
れ
た
飲
料
用
ボ
ト
ル
向
け
は
、
他
の
飲
料
メ

ー
カ
ー
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、
飲
料
ボ
ト
ル
用
ラ
ベ

ル
へ
の
採
用
も
５
社
程
度
に
拡
大
し
た
。
化
粧
品
ボ
ト
ル
や

高
機
能
繊
維
な
ど
、
非
飲
料
向
け
の
用
途
提
案
も
強
化
し
て

い
る
。
需
要
拡
大
に
備
え
、
昨
年
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を

１
系
列
増
設
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ

る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
高
度
循
環
利
用
を
促
す
。

ス
ー
パ
ー
・
フ
ェ
イ
ズ

環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ス
ー

パ
ー
・
フ
ェ
イ
ズ
（
鳥
取
県

米
子
市
、
木
村
幸
弘
社
長
）

は
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
燃

料
化
装
置
「
Ｓ
Ｆ
Ｄ
シ
ス
テ

ム
」
の
海
外
展
開
を
進
め
る
。

従
来
機
よ
り
小
型
化
し
て
イ

ニ
シ
ャ
ル
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
り
、
病
院

や
介
護
施
設
な
ど
に
導
入
し

や
す
く
す
る
。
同
シ
ス
テ
ム

は
排
泄
物
つ
き
で
ポ
リ
袋
入

り
の
ま
ま
投
入
し
て
、
ペ
レ

ッ
ト
状
の
固
形
燃
料
と
し
て

再
資
源
化
す
る
も
の
。
国
内

で
の
実
績
に
加
え
今
秋
、
イ

タ
リ
ア
に
初
輸
出
す
る
予

定
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
欧

州
や
ア
ジ
ア
圏
で
も
需
要
を

見
込
む
。

紙
お
む
つ
市
場
は
高
齢
化

社
会
の
進
展
で
需
要
が
伸
び

て
い
る
。
日
本
衛
生
材
料
工

業
連
合
会
に
よ
る
と
２
０
１

０
年
の
生
産
量
は
乳
幼
児

用
、
大
人
用
合
計
で
約
５８
万

�
。
今
後
は
、
乳
幼
児
用
が

若
干
減
少
す
る
が
、
大
人
用

が
増
加
し
て
１５
年
に
は
１０
年

比
３０
％
増
と
予
測
さ
れ
る
。

紙
お
む
つ
の
使
用
後
は
、

排
泄
物
が
付
着
し
て
重
量
は

３
倍
近
く
に
増
え
る
。
焼
却

か
埋
立
で
処
理
し
て
い
る
が

処
理
費
用
が
大
き
く
、
焼
却

炉
に
も
負
荷
が
か
か
る
。
医

療
・
介
護
施
設
で
は
産
業
廃

棄
物
や
特
別
管
理
廃
棄
物
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
多
額
の
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
嵩
張
っ
て

水
分
が
多
く
、
多
種
の
素
材

と
汚
物
か
ら
な
る
た
め
、
決

め
手
と
な
る
処
理
方
法
が
な

い
の
が
現
状
。

ス
ー
パ
ー
・
フ
ェ
イ
ズ

は
、
紙
お
む
つ
専
用
の
再
生

燃
料
化
を
め
ざ
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
排

泄
物
が
付
い
た
ま
ま
ポ
リ
袋

ご
と
処
理
機
に
投
入
、
同
時

進
行
で
破
砕
・
発
酵
・
乾
燥

を
行
い
、
排
出
前
に
滅
菌
処

理
す
る
。
汚
物
臭
は
白
金
触

媒
で
脱
臭
。

処
理
機
か
ら

取
り
出
し
た

生
成
物
は
投

入
時
の
３
分

の
１
以
下
に

減
量
、
水
分

は
７
％
程
度

で
、
熱
量
は

１
�
�
当
た

り
５
５
０
０

�
�
。
こ
れ
を
成
形
機
で
ペ

レ
ッ
ト
化
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー

や
製
紙
工
場
な
ど
で
の
Ｒ
Ｐ

Ｆ
（
固
形
燃
料
）
原
料
と
し

て
利
用
す
る
。

す
で
に
国
内
と
中
国
で
特

許
取
得
済
み
。
東
京
都
が
進

め
る
中
小
企
業
の
新
商
品
普

及
応
援
の
「
東
京
ト
ラ
イ
ア

ル
認
定
」
に
選
ば
れ
、
東
京

都
中
小
企
業
振
興
公
社
の
推

奨
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
含
め
た
行
政
、
医
療

・
介
護
施
設
、
産
業
廃
棄
物

と
連
携
す
る
。
東
京
都
町
田

市
の
病
院
に
設
置
し
た
ほ

か
、
鳥
取
県
伯
耆
町
で
は
ご

み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

モ
デ
ル
事
業
に
採
用
さ
れ
て

い
る
。

海
外
か
ら
の
関
心
も
高

く
、日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
の
支
援
を
受
け
イ

タ
リ
ア
の
介
護
施
設
や
病
院

に
今
秋
か
ら
納
入
す
る
。
こ

の
た
め
モ
ジ
ュ
ー
ル
タ
イ
プ

の
小
型
装
置
に
改
良
、
コ
ス

ト
競
争
力
と
導
入
の
容
易
さ

を
図
る
。

「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア

（
Ｒ
Ｃ
）
は
、
化
学
産
業
が
高

い
信
頼
を
得
る
た
め
の
重
要
な

攻
め
口
」
�
。
日
本
化
学
工
業

協
会
が
１３
日
、
都
内
で
開
い
た

「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア
報

告
書
２
０
１
１
」
東
京
報
告
会

で
、
西
出
徹
雄
専
務
理
事
は
Ｒ

Ｃ
の
重
要
性
を
語
っ
た
。
環
境

・
安
全
・
健
康
の
確
保
が
今
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
な
か
、

自
主
管
理
活
動
に
よ
り
こ
の
３

つ
を
守
る
Ｒ
Ｃ
は
産
業
存
立
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
報
告
会

で
は
、
地
球
温
暖
化
に
係
わ
る

最
近
の
話
題
や
Ｒ
Ｃ
報
告
書
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
と
と
も
に
、

優
れ
た
活
動
事
例
と
し
て
昭
和

電
工
、
花
王
、
ダ
イ
キ
ン
工
業

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

Ｒ
Ｃ
は
、
化
学
物
質
の
製
造

か
ら
最
終
消
費
、
廃
棄
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
い
た
る
全
過
程
で

「
環
境
保
全
」「
保
安
防
災
」「
労

働
安
全
衛
生
」「
化
学
品
・
製
品

安
全
」「
物
流
安
全
」
を
確
保
し
、

そ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
社
会

に
公
表
し
対
話
を
通
じ
て
改
善

を
図
る
自
主
活
動
。
１
９
８
５

年
に
カ
ナ
ダ
で
誕
生
し
、
日
本

で
は
現
在
８６
社
の
化
学
企
業
が

推
進
し
て
い
る
。
先
月
２７
日
に

２
０
１
０
年
度
の
活
動
を
網
羅

的
に
紹
介
し
た
報
告
書
を
発
行

し
、
こ
の
ほ
ど
港
区
の
発
明
会

館
で
報
告
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
西
出
専
務
理
事
は
、

化
学
産
業
お
よ
び
日
本
の
将
来

に
と
っ
て
Ｒ
Ｃ
が
重
要
で
あ
る

と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
国
際
化

学
工
業
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
で
、
Ｒ
Ｃ
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
今
後
の
ポ

イ
ン
ト
に
挙
げ
ら
れ
た
。
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
た

め
に
も
、
中
国
や
ロ
シ
ア
、
湾

岸
諸
国
な
ど
の
新
興
国
が
自
立

的
に
Ｒ
Ｃ
を
行
え
る
よ
う
支
援

し
て
い
る
」
と
国
際
的
な
動
向

を
紹
介
し
た
。

続
い
て
「
地
球
温
暖
化
対
応

最
近
の
話
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

吉
清
元
造
製
造
技
術
部
長
が
講

演
。
気
候
変
動
枠
組
条
約
や
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
動
向

を
説
明
し
た
う
え
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ａ
お
よ
び
日
化
協
の
ｃ
�
Ｌ
Ｃ

Ａ
（
カ
ー
ボ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
分
析
）
結
果
を
事
例
に
「
化

学
産
業
は
温
暖
化
防
止
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と

し
て
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ

る
」
と
語
っ
た
。
Ｒ
Ｃ
と
並
ぶ

活
動
と
し
て
推
進
す
る
ｃ
�
Ｌ

Ｃ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

を
進
め
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
た
。

Ｒ
Ｃ
報
告
書
２
０
１
１
の
概

要
報
告
後
に
は
、
環
境
保
全
、

保
安
防
災
、
労
働
安
全
衛
生
の

３
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
個
別

事
例
が
発
表
さ
れ
た
。
環
境
保

全
の
優
良
事
例
は
、
昭
和
電
工

が
川
崎
事
業
所
で
行
う
ケ
ミ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
。
自
治
体
か
ら

受
け
入
れ
た
廃
プ
ラ
を
ガ
ス
化

し
ア
ン
モ
ニ
ア
「
エ
コ
ア
ン
」

の
原
料
に
循
環
利
用
し
て
お

り
、
国
内
外
か
ら
平
均
年
３
０

０
０
人
の
見
学
者
も
受
け
入
れ

て
い
る
。
分
別
意
識
お
よ
び
資

源
有
効
利
用
の
環
境
意
識
向
上

に
貢
献
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
０７
年
度
の
Ｒ
Ｃ
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

保
安
防
災
で
は
、
花
王
が
川

崎
工
場
の
保
安
防
災
体
制
、
東

日
本
大
震
災
発
生
時
の
状
況
や

そ
の
後
の
対
応
策
な
ど
を
紹

介
。
労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
淀
川
製

作
所
で
実
施
し
て
い
る
「
化
学

安
全
体
感
教
育
」
の
狙
い
、
教

育
項
目
の
一
例
な
ど
を
説
明
し

た
。
報
告
会
に
は
会
員
会
社
の

担
当
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

し
、
発
表
者
に
対
し
活
発
な
質

問
も
寄
せ
ら
れ
た
。
２０
日
に
は

大
阪
報
告
会
を
大
阪
市
北
区
の

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
で
開

く
。

福
島
大
学
と
産
業
技
術
総

合
研
究
所
は
１６
日
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
人
材

育
成
・
研
究
開
発
に
つ
い
て

連
携
・
協
力
協
定
を
締
結
し

た
と
発
表
し
た
。
研
究
交
流

や
研
究
協
力
を
推
進
す
る
。

福
島
県
は
、
震
災
と
原
発

事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
の
研
究
開
発
・
産
業

集
積
地
を
目
指
し
て
お
り
、

福
島
大
は
県
内
唯
一
の
国
立

大
と
し
て
同
分
野
の
研
究
、

人
材
育
成
を
担
う
。
一
方
、

経
産
省
の
今
年
度
３
次
補
正

予
算
に
お
い
て
、
産
総
研
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
開
発
拠
点
の
県
内
へ
の

設
立
が
決
定
し
て
い
る
。

共
同
研
究
な
ど
研
究
協
力
の

推
進
に
加
え
、
研
究
施
設
・

設
備
の
相
互
利
用
や
研
究
交

流
を
促
進
す
る
。

産
総
研
と
福
島
大
・
共
生

シ
ス
テ
ム
理
工
学
研
究
科
は

連
携
大
学
院
協
定
を
締
結
。

２
０
１
２
年
度
か
ら
産
総
研

の
研
究
者
が
客
員
教
授
に
就

任
し
、太
陽
光
、風
力
、地
熱

発
電
、
地
熱
利
用
な
ど
の
授

業
を
行
う
。
公
開
授
業
と
し
、

企
業
の
技
術
者
も
受
講
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
産
総
研
が

設
立
す
る
研
究
拠
点
で
は
、

大
学
院
生
向
け
の
実
験
や
実

習
も
行
う
。
両
者
で
設
置
す

る
協
議
会
を
通
じ
て
さ
ら
に

幅
広
い
連
携
を
検
討
す
る
。

コ
ス
モ
石
油
は
１６
日
、「
Ｅ

Ｖ
カ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
た
と
発

表
し
た
。
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
車
両
の
リ
ー
ス
、
車
検

や
消
耗
品
の
交
換
、
普
通
充

電
器
の
設
置
な
ど
、
快
適
な

カ
ー
ラ
イ
フ
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
の
２
０
１
１
年
度
「
給

油
所
次
世
代
化
対
応
支
援
事

業
」
の
一
環
と
し
て
行
う
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
提
供

す
る
の
は
、
Ｅ
Ｖ
リ
ー
ス
車

両
の
車
検
お
よ
び
点
検
・
消

耗
品
の
交
換
、
普
通
充
電
器

（
２
０
０
�
認
証
機
能
付
き
）

の
設
置
、
同
社
の
急
速
充
電

器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
充
電

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
充
電
電
力

の
グ
リ
ー
ン
電
力
化
サ
ー
ビ

ス
。
今
月
か
ら
開
始
し
、
最

初
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
先
と
な

る
伊
豆
市
修
善
寺
の
旅
館

「
宙
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
渡
月
荘
金
竜
」

「
桂
川
旅
館
」
に
Ｅ
Ｖ
を
納

車
し
た
。

国
土
交
通
省
は
、
下
水
道

革
新
的
技
術
実
証
事
業
（
Ｂ

�
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
を
公
募
す
る
。
下
水
道

事
業
に
お
け
る
大
幅
な
コ
ス

ト
縮
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
を
実
現
し
、
日

本
企
業
に
よ
る
水
ビ
ジ
ネ
ス

の
海
外
展
開
を
支
援
す
る
こ

と
が
目
的
。
下
水
汚
泥
固
形

燃
料
化
技
術
、
下
水
熱
利
用

技
術
、
栄
養
塩
（
窒
素
、
リ

ン
）
除
去
技
術
に
係
わ
る
革

新
的
技
術
に
つ
い
て
、
実
規

模
レ
ベ
ル
の
プ
ラ
ン
ト
設
置

に
よ
る
実
証
を
行
う
。
応
募

書
類
の
提
出
期
限
は
来
月
１５

日
。事

業
規
模
の
上
限
額
（
税

込
み
）
は
、
下
水
汚
泥
固
形

燃
料
化
技
術
が
１
技
術
当
た

り
６
億
円
、
下
水
熱
利
用
技

術
（
未
処
理
下
水
の
熱
利
用

に
限
定
）
が
４
億
円
、
栄
養

塩
（
窒
素
）
除
去
技
術
（
水

処
理
に
係
わ
る
技
術
除
く
）

が
４
・
５
億
円
、栄
養
塩
（
リ

ン
）
除
去
技
術
（
同
、
回
収

技
術
を
含
む
こ
と
は
可
）
が

６
億
円
。
事
業
実
施
期
間
は

契
約
締
結
の
翌
日
か
ら
来
年

３
月
２２
日
ま
で
。

国
土
交
通
省
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
の
製
造
や
研
究
開

発
を
行
う
企
業
な
ど
か
ら
技

術
資
料
を
募
集
す
る
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
照
明
に

関
す
る
光
学
特
性
な
ど
、
最

新
技
術
水
準
を
調
査
・
把
握

す
る
こ
と
が
狙
い
。
昨
年
９

月
に
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
道
路
・
ト
ン

ネ
ル
照
明
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
案
）」を
ま
と
め
た
が
、

そ
の
後
も
技
術
が
向
上
し
て

い
る
た
め
、
資
料
の
公
募
に

よ
る
調
査
を
行
う
こ
と
に
し

た
。
資
料
の
提
出
は
３
月
５

日
ま
で
。
調
査
要
領
お
よ
び

提
出
書
類
は
国
交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
。

エ
コ
ア
イ
テ
ム
多
数
搭
載
バ
ス
ル
ー
ム

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
、
エ
コ
ア
イ
テ
ム
を
数
多
く
搭
載

し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
向
け
シ
ス
テ
ム
バ
ス
ル
ー
ム
「
Ｌ

ａ
・
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
ク
イ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
４
月

２
日
に
発
売
す
る
。「
く
る
り
ん
ポ
イ
排
水
口
」
な
ど
、

お
掃
除
カ
ン
タ
ン
機
能
で
好
評
の
戸
建
用
シ
ス
テ
ム

バ
ス
ル
ー
ム
「
Ｌ
ａ
・
Ｂ
Ａ
Ｈ
Ｔ
」
で
人
気
の
高
い

ア
イ
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
商
品
。

新
開
発
の
省
エ
ネ
型
「
換
気
乾
燥
暖
房
機
」
や
「
エ

コ
フ
ル
多
機
能
シ
ャ
ワ
ー
」「
壁
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
」
な

ど
を
搭
載
し
て
い
る
。
脱
衣
室
と
壁
を
簡
単
に
リ
フ

ォ
ー
ム
で
き
る
新
「
ド
ア
ま
わ
り
パ
ネ
ル
」、既
存
の

窓
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る
「
既
設
窓
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
」
な
ど
リ
フ
ォ
ー
ム
用
ア
イ
テ
ム
も
取
り
揃
え

た
。キ
レ
イ
機
能
と
エ
コ
機
能
を
標
準
装
備
し
た
「
Ｆ

タ
イ
プ
」
と
、
基
本
機
能
を
抑
え
た
「
Ｒ
タ
イ
プ
」

が
あ
り
、
発
売
１
年
後
に
年
間
１
万
５
０
０
０
台
の

販
売
を
目
指
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
が
優
良
賞
を
受
賞

リ
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
の
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
２
０
１
１
」

が
、
第
１５
回
環
境
報
告
書
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報

告
書
賞
」
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
賞
で
優
良

賞
を
受
賞
し
た
。
同
社
は
廃
棄
物
処
理
や
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、
業
界
に
先
駆
け
て

２
０
０
２
年
か
ら
環
境
報
告
書
（
０７
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報

告
書
に
改
称
）
を
発
行
し
て
い
る
。
事
業
者
と
し
て

目
指
す
べ
き
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
打
ち
出
し
た
積
極
的
な
情
報

開
示
が
評
価
さ
れ
た
。
同
社
の
報
告
書
が
賞
を
受
賞

す
る
の
は
５
度
目
。

◇
こ
れ
か
ら
の
環
境
対
策
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
有
機

資
源
協
会
が
２３
日
に
大
阪
で
、
３

月
６
日
に
東
京
で
開
催
す
る
。
食

品
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
食
品
廃
棄
物
の
業
種
別

発
生
抑
制
の
目
標
値
、
省
エ
ネ
な

ど
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
関
す
る

個
別
具
体
的
な
事
例
な
ど
、
最
新

情
報
を
紹
介
す
る
。
食
品
事
業
者

と
消
費
者
が
連
携
し
た
環
境
対
策

の
方
向
性
を
議
論
・
提
言
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
食
品

事
業
者
に
お
け
る
今
後
の
環
境
問

題
へ
の
取
組
の
方
向
性
」
も
行
う
。

参
加
費
は
無
料
で
会
場
は
大
阪
が

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
文
化
セ
ン
タ

ー
、
東
京
が
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

（
各
会
場
定
員
２
０
０
人
）
詳
細

・
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:
//w

w
w

.jo
ra

.jp
/sh

o
k
u
h
in

sy
m

p
o
siu

m
/in

d
e
x
.

h
tm

l

）
か
ら
。

「「
ＭＭ
ＲＲ
ＰＰ
ＥＥ
ＴＴ
」」本本
格格
普普
及及
へへ

高品質再生ＰＥＴ

飲
料
ボ
ト
ル

軸

に

拡

大

化
粧
品
向
け
な
ど
提
案

協
栄
産
業

生産能力も増強

再縮合重合反応により異物を徹底的
に除去する（小山工場のメカニカル
リサイクル設備）
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処理機から取り出した

生成物（左）とペレット

Ｒ
Ｃ
は
化
学
産
業
発
展
の
攻
め
口

ＲＲＣＣ報報告告書書２２００１１１１報報告告会会

労働安全衛生

個別優良事例３件も紹介

日化協、東京で開催

約１５０人が参加し、発表者に対し
活発な質問も寄せられた

保安防災環境保全

（１０）２０１２年（平成２４年）２月１７日（金曜日）（第三種郵便物認可）


